
第２学年○組 社会科学習指導案  
指導者 ○○ ○○  

１ 単 元 「明治維新」 
２ 指導観  

○ 憲政史上最長の在任期間を残した元総理大臣の突然の死は世間を脅かせ，国葬儀を巡る議論は

国論が二分される状況にあった。平成から令和という変化の時期に，実施された政策を短期的な

視点だけではなく，後の社会にどのような影響を与えるかという長期的な視点が求められている。 
   本単元は，明治維新が市民革命か否か評価することを通して，明治維新が諸制度の改革のみな

らず，立憲主義的で民主主義的な国家をつくる過程であり，その過程で人々の生活が変化したこ

とを捉えることをねらいとしている。学習内容としては，近世身分制度の解体の過程，欧米にお

ける市民革命や国民国家の形成，富国強兵・殖産興業政策と人々の生活，大日本帝国憲法による

立憲君主制による天皇大権の制限，近代国民国家の条件，明治維新の変化と民衆の反抗などであ

る。これらの学習内容を江戸時代との連続性や変化や市民革命における市民とはどのような存在

であったのかという視点から分析し，明治維新が市民革命であったかを検証することで，近代の

国民国家の条件を見いだし，独立自尊の国家運営をしようとした先人の努力と帝国主義時代にお

ける我が国の国際的地位の向上の必然性を実感できる。以上により，本単元を学習することは，

日本の近代化における明治維新の価値を多面的・多角的に再認識する上で大変意義深い。  
 〇 本学級の生徒は，事前のアンケートで「明治維新は，日本の歴史にとってどのような存在か」

と問うと，82％の生徒が「日本を近代化させた」と答え，45％の生徒が「欧米と肩を並べる成長

の時期」と答えた。明治維新が日本の近代化に欠かせない転換点あったことについては概ね気づ

いているといえる。一方で，「近世身分制社会の解消」，「民衆による政治参画」，「立憲国家への転

換」ということについて述べている生徒はほとんどいなかった。また，「市民革命とはなにか」と

問うと，78％の生徒が「わからない」と記述し，「市民」の意味も明確に説明している生徒はいな

かった。このことから，明治維新が近代化に欠かせない存在であったとういう認識はあるものの，

単に武家政権から天皇（公家）政権に移行し，中央集権国家が形成されたという認識に留まって

おり，国民国家の建設や議会制民主主義に基づく政治体制が成立したことには気が付いていない。 
  学習活動においては，89％の生徒が個人ではなくペアや小集団での意見交流を好んでいる。理由

は「他者の意見によって気付かなかった点に気付き，新たな考えにたどり着くことがある」，「他

者の意見との比較を通して，自らの意見を修正することができる」と述べている。その際に，ICT
機器を利用した相互の情報共有は学習を深めるのには有効なものであるとも述べている。  

〇 本単元の指導にあたっては，明治維新が市民革命であったか検討させることで，中央集権

的な国家体制への変化と議会制民主主義の誕生という民主的な変化の視点で吟味させ，日本

の近代化の過程を捉えさせたい。そのためにまず，伊藤博文が初代内閣総理大臣に就任でき

た要因を分析する。ここでは，明治維新による変化を捉えさせるために，伊藤博文の出身身

分を示し，江戸時代なら高い地位につけたかを問う。次に，近代国家への変化を分析させる。

ここでは，欧米において市民革命により成立した国民国家の姿を見出させるために，市民革

命前後の社会の変化を分析させる。また，三大改革や自由民権運動の経過や結果が国民国家

に必要であったことを見出させるために，江戸時代との相違点を問う。さらに，明治維新が

市民革命であったか否か話し合わせる。ここでは，明治維新を多面的に分析させるために，三

角ロジックを用いた立論を促し，同意見の者同士で意見を交流させる。また，自ら明治維新観の

反証を促すために，維新の変革は誰のためのものであったか問う。最後に，明治維新とは日本に

とってどんな意味を持つものであったのかレポートにまとめさせる。ここでは，明治維新に対す

る評価が複数あることを捉えさせるために，歴史家の明治維新観を示す。 

３ 目 標 

 〇 明治維新について，幕末，明治初年，自由民権運動と帝国議会開催までの３つの時期における

諸政策や社会の変化や民衆の運動から分析し，その意義を説明することができる。 

 〇 明治維新がどのような変革であったかについて，史料を批判的に吟味し，他者との納得解を導

く立場から議論を調整することができる。 

 〇 日本の近代国家の形成において，明治維新が果たした役割や意義を市民革命であったか否か追

究しようとしている。 

個人情報保護のため， 

生徒観は省略しています。 



４ 計 画（７時間）     知：知識・技能 思：思考・判断・表現 態：主体的に学習に取り組む態度 

次 配時 学習活動・内容 主な手だて（○） 評価の観点 

一 １ １ 伊藤博文が初代内閣総理

大臣に就任できた要因を分

析する。 

・近世身分制度の解体 

・立身出世主義 

 

 

○ 明治維新による変化を

捉えさせるために，伊藤博

文の出身身分を示し，江戸

時代なら高い地位につけ

たかを問う。 

 

 

態：明治維新による国内

の変化を追究しようと

している。 

二 ４ 

 

２ 近代への変化を分析する。 

（1）欧米における市民革命に

よる変化を調べる。 

 ・平等な社会の実現 

 ・国民国家の形成 

（2）明治維新における変化を

調べる。 

 ・脱封建制の達成 

 ・日本人の形成 

 

（3）自由民権運動が求めたも

のを分析する。 

 ・五箇条の御誓文の実現 

 ・議会制民主主義の成立 

 

（4）大日本帝国憲法を分析す

る。 

 ・立憲君主制による統治 

 ・天皇の権能と臣民の権利 

 

○ 革命前後の社会の変化

を捉えさせるために，人権

宣言を分析させ，近代国家

とは何かを問う。 

○ 近代化の背景に着眼さ

せるために，三大改革によ

る変化と江戸時代の社会

を比較させ，その違いを問

う。 

○ 自由民権運動の目的を

とらえさせるために，五箇

条の御誓文と民選議院設

立建白書を比較させ，運動

の主体が何かを問う。 

○ 憲法によって，天皇と権

限が規定されていること

に気が付かせるために，絶

対王政と比較させ，その権

限の範囲を問う。 

 

知：欧米における市民革

命後の社会の姿につ

いて説明することが

できる。 

知：封建社会の崩壊と統

一国家としての新た

な日本の姿について

説明することができ

る。 

知：自由民権運動の到達

点について説明する

ことができる。 

 

 

思：明治の元勲が目指し

た国家の姿をイメー

ジマップに書き表す

ことができる。 

三 

本 
 

 

時 
３ 明治維新が市民革命であ

ったか否か話し合う。 

 ・近代国家の条件 

 ・革命の主体 

 ・明治の人々にとっての「御

一新」 

○ 明治維新について省察

させるために，「市民革命

だったのか」を述べ合わせ

た後，「近代化に必要なも

のはなにか」と問う， 

○ 話し合いを円滑に進め

るために，三角ロジックを

共有させる。 

思：明治維新に対する評

価を話し合うことを

通して，他者の評価を

参考にして，自己の明

治維新観を再考する

ことができる。 

 

四 １ ４ 課題についての結論をレ

ポートに書く。 

 ・官軍と賊軍 

 ・歴史家の明治維新観 

○ 明治維新に対する評価

が複数あることを捉えさ

せるために，歴史家の明治

維新観を示す。 

態：明治維新とは日本の

歴史においてなんだ

ったのかを追究しよ

うとしている。 

  

単元課題 明治維新が『市民革命』であったのか否かを 
評価しよう 



５ 本 時  令和４年１１月１０日（木） 第３校時 計画 第三次の２ ２年３組教室にて 

（1） 主 眼 

  ○ 明治維新に対する評価を話し合うことを通して，他者の評価を参考にして，自己の明治維新

観を再考することができる。 

（2） 準 備 

  ①『詩経』における「維新」 ②明治維新の英訳 ③三角ロジック ④太政官・各省官員の出身

別人数（明治 5 年・10 年） ⑤江戸時代と明治時代を比較した表 ⑤明治期の一揆の発生件数 

⑥ベルツの日記 ⑦大日本帝国憲法 ⑧フランス人権宣言 ⑨易姓革命の説明  

（3） 過 程      Ⅰ…コンフリクト Ⅱ…内化１ Ⅲ…外化（内化２） Ⅳ…リフレクション 

学習活動・内容 準備 段階 主 な 手 だ て （ ○ ） と 評 価 （ ◇ ） 形態 配時 

１ 明治維新とは，なんだ

ったのかを考察する。 

 ・御一新としての維新 

 ・復古としての維新 

めあて 

 明治維新について話し

合い，その歴史的評価を

見直そう 

 

２ 同一グループ内で意見

交換をする。 

 ・徳川氏から天皇 

 ・藩閥政府と幕府官僚 

 

３ 明治維新に対する評価

を話し合う。 

 ・時代の連続性と変化 

 ・民衆の反発 

 ・立憲君主制を前提とし

た大日本帝国憲法 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 自分の評価を見直し，

イメージマップに書く。 

 ・近代国家の条件 

 ・革命の主体 

 ・国民国家としての日本 

① 

② 

 

 

 

 

 

 

 

③ 

④ 

 

 

 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧ 

⑨ 

Ⅰ 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ 

 

 

 

 

Ⅲ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ 

 

○ 明治維新観の二極性を捉えさせるために，中国の古典

である『詩経』における「維新」と明治維新を英訳した

「「Meiji Restoration」を示し，どちらが正しく表して

いるかを問う。 

 

 

 

 

 

○ 変化の主体を考察させるために，幕末から明治の年表

を示し，維新の主役は誰かと問う。 

○ 論点の違いに着目させるために，前時で調べた内容を

共有させ，相互の意見を見直すように指示する。 

 

○ 話し合いを活性化させるために，論点ごとに発言を促

すとともに，賛否相互の三角ロジックを閲覧可能な状況

にして，話し合わせる。 

○ 議論が過程に傾いている場合は，結果に着目させるた

めに，江戸時代との連続性と変化について，二つの時代の

違いについて問う。 

○ 議論が「市民革命である」という評価に偏っている場合

は，民衆の立場に着目させるために，三大改革に反対する

一揆の発生件数を示し，民衆の支持はあったのかを問う。 

○ 議論が「市民革命でない」という評価に偏っている場合

は，国体が立憲君主制であったことに着目させるために，

大日本帝国憲法を示し，絶対王政と同様であったかを問

う。 

 

○ 議論の結果が「どちらともいえない」という評価になっ

た場合に，近代国家の姿を見出させるために，明治維新の

成果は何かと問う。 

○ 再考を促すために，フランス人権宣言を示して．欧米の

市民革命が求めたものは何かを問う。 

○ 明治維新による変化を批判的に吟味させるために，「維

新の改革は誰のためのものなのか」という発問をなげか

る。 

◇ 異なる明治維新観を踏まえて，自らの明治維

新に対する評価を書き加えることができる。 

＜学習プリント分析，様相観察＞ 

一斉 

↓ 

個 

 

 

 

 

 

 

一斉 

↓ 

小集団 

 

 

一斉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一斉 

↓ 

個 

５ 
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第３学年○組 社会科学習指導案 

指導者 ○○ ○○  

１ 単 元 「地方自治と私たち」 

２ 指導観 

○ 学制発布から１５０年を迎えた。欧米に倣った近代教育制度は時を経て日本型学校教育として発

展し，さらに現在は教育DXによる制度改革の渦中にある。次代を担う生徒には，既存の制度を完

成されたものとして安易に受容せず，飽くまでも社会形成の主体であり続けることが求められる。 

  本単元は，国政とは異なる地方自治特有の制度の意図を踏まえた地方行政への住民参加を行な

う準備や実践を通して，地方自治の発展に寄与しようとする住民としての自治意識を向上させる

ことをねらいとする。主な学習内容は，ブライスが想定した「民主主義」，「民主主義の学校」と

しての地方自治，我が国の地方自治制度，二元代表制，国政と地方自治の相違点と制度の意図，

実際の地方行政の概要，地方公共団体が抱える課題，地方自治が予定する地方行政への住民参加

の方法，請願・陳情・提案等の方法の概要，地方行政への住民参加の結果として得られた回答等

と民主主義との関り，住民参加によって変化した地方行政の実例と民主主義との関りなどである。

国家及び社会の形成者に具備すべき自治意識は，既存の制度の妥当性を常に問い続け，「自分の力

で社会は変えられる」といった政治的な自己効力感の高まりによって涵養される。本単元は，そ

うした自治意識を備え，主体的に社会形成に関わり続けようとする主権者を養う上で意義深い。 

○ 本学級の生徒は，前単元「国の政治の仕組み」において，国会・内閣・裁判所といった三権に

分立された統治機構による国政の概要と民主政治の推進との関りについて明らかにする活動を行

なっている。本学級の生徒に，現在及び将来に渡っての民主政治との関りに関する事前調査を行

ったところ，76％が我が国の民主主義について何らかの課題意識をもっていることがわかった。

例えば，低投票率の問題や，説明責任を果たさない政治家への不信感といった回答は全体の８割

を超えていた。その中でも特に目立ったのが，国民が主権者と言いながらも自分の行動で社会を

変えることができるような気がしないと感じている生徒が88％に達していたことである。また，

主権者としてどのように政治に関わるべきかに関しては，「投票には行った方がいいと思ってい

る」や「ニュースや新聞で政治のことを知っておいた方がいいと思った」といった回答が９割以

上で見られた。このことから，既存の制度が民主政治を想定していることに対する一応の認識は

あるものの，自らの行動によって社会に影響がもたらされるといった政治的自己効力感には乏し

いことが明らかとなった。生徒は，我が国が想定し，推進しようとしている民主主義に懐疑的で

あり，さらには民主政治に主権者として主体的に関わることに意味を見いだせていないといえる。 

○ 本単元の指導にあたっては，地方自治が住民参加による住民自治を基本理念とする意図を踏ま

えた上で，地方自治の発展に寄与しようとする住民としての自治意識を向上させることができる

ようにしたい。そのためにまず，ブライスが想定する民主主義について捉え，地方自治が最良の

学校である理由を探らせる。ここでは，地方自治への関心を高めさせるために，身近な地方自治

の成果や課題を例示し，地域の形成主体は誰であるべきか問う。次に，国政と地方自治の相違点

を整理し，二元代表制を採る地方自治制度の意図を探らせる。ここでは，国政とは異なる二元代

表制を採る地方自治と民主主義との関連に着目させるために，国政と地方自治の相違点を図表に

まとめさせ，二元代表制の利点と欠点について問う。さらに，地方行政への住民参加を通して，

地方自治の意義を捉えさせる。ここでは，課題解決を求める住民参加の手段や内容の妥当性を高

めるために，住民参加のプレゼンテーション及びルーブリックを用いた相互評価の場を設定する。

最後に，地方自治が最良の学校であるといわれる理由について説明し，主権者及び住民としての

在るべき姿について意見を表明させる。ここでは，主権者及び住民としてあるべき姿について意

見表明させるために，実際の地方公共団体からの回答等を用いて住民参加の効果を実感させる。 

３ 目 標 

○ 地方自治について，国政との相違に着目し，地方自治の基本的な考え方や地方公共団体の政治

の仕組み及び住民の権利や義務について説明することができる。 

○ 民主主義の学校とよばれる地方自治の意義について，直接請求権や請願権，陳情といった権利

や手続きの行使を通して多面的・多角的に考察し，表現することができる。 

○ 社会や政治，自身に身近な地方自治へ主体的に参加し，関心を持ち続ける主権者としての自覚

を高めようとする。  

個人情報保護のため， 

生徒観は省略しています。 



４ 計 画（５時間）     知：知識・技能 思：思考・判断・表現 態：主体的に学習に取り組む態度 

次 配時 学習活動・内容 主な手だて（○） 評価の観点 

一 １ １ ブライスが想定した民主

主義について捉え，地方自治

が最良の学校であるといわ

れる理由を探る。 

・ブライスが想定した「民主

主義」 

・「民主主義の学校」としての

地方自治 

 

 

○ 地方自治への関心を高めさ

せるために，身近な地方自治

の成果や課題を例示し，地域

をつくる主体は誰であるべき

か問う。 

○ 単なる重要語句としてしか

捉えていない「地方自治は民

主主義の学校」という言葉を

問い直させるために，要約し

た原典を資料提示する。 

 

 

態：地方自治への関心

を高め，地方自治が

民主主義の学校で

あるとされる理由

について問い直し，

民主主義と地方自

治との関係につい

て明らかにしよう

としている。 

二 １ ２ 国政と地方自治の相違点

を整理し，二元代表制を採る

地方自治制度の意図を探る。 

・地方自治法 

・地方自治制度 

・二元代表制 

・国政と地方自治の相違点と

制度の意図 

○ 国政とは異なる二元代表制

を採用している地方自治と民

主主義との関連に着目させる

ために，国政と地方自治の相

違点を図表にまとめさせ，二

元代表制の利点と欠点につい

て問う。 

知：地方自治特有の二

元代表制の特徴を

捉え，地方自治が実

現しようとしてい

る民主主義の内容

について説明して

いる。 

三 

 

２ ３ 地方行政への住民参加を

通して，地方自治の意義を捉

える。 

（1） 住民として居住する地域

を調査し，地域が直面する

課題を把握する。 

・居住する地方公共団体で行

なわれる地方行政の概要 

・地方公共団体が抱える課題 

 

 

 

○ 想定した課題が地方行政の

範疇になじむか，また現実問

題として解決の手だてが存在

するかといったことを判断さ

せるために，ルーブリックを

作成させる。 

 

 

 

思：居住する地域の現

状を様々な行政資

料から調査し，地域

が抱える課題を把

握している。 

本 

 

 

時 

（2） 地方行政へ住民参加を行

なうための資料を作成す

る。 

・地方自治が予定する地方行

政への住民参加の方法 

・請願，陳情，提案等の方法

の概要 

○ 課題解決を求める住民参加

の手段や内容の妥当性を高め

るために，住民参加のプレゼ

ンテーション及びルーブリッ

クを用いた相互評価の場を設

定する。 

思：様々な住民参加の

方法があることを

踏まえ，適切な手段

や現実に即した内

容で住民参加に関

する資料を作成し

ている。 

四 １ ４ 地方自治が最良の学校で

あるといわれる理由につい

て説明し，主権者及び住民と

しての在るべき姿について

意見を表明する。 

・地方行政への住民参加の結

果として得られた回答等

と民主主義との関り 

・住民参加によって変化した

地方行政の実例と民主主

義との関り 

○ 地方自治が民主主義の最良

の学校であるといわれる理由

について単元の学習内容を踏

まえて説明させるために，１

枚ポートフォリオを用いて論

述させる。 

○ 主権者及び住民としてある

べき姿について意見表明させ

るために，実際の地方公共団

体からの回答等を用いて住民

参加の効果を実感させる。 

態：住民参加によって

地方行政に変化が

起きることを実感

し，地方自治が住民

の主体的な参画に

よって成立するこ

とを踏まえ，民主主

義の担い手として

の自覚を高めよう

としている。 

  

単元を貫く課題 地方自治は本当に民主主義の学校となっているのだろうか？ 



５ 本 時 令和４年１１月１０日（木） 第４校時 計画 第三次の２ ３年２組教室にて 

（1） 主 眼 

  ○ 身近な地方公共団体が抱える課題の内容や解決方法の妥当性を検討する活動を通して，地方

行政への住民参加を行なうための資料を作成することができる。 

（2） 準 備 

  ①ブライス著『近代民主政治』抜粋 ②課題や解決方法の妥当性や現実性の判断基準となるルー

ブリック ③相互評価シート ④地方公共団体が予定する住民参加の方法（Web検索） ⑤請願，

陳情，提案等の様式例（Web検索） ⑥住民参加シート 

（3） 過 程     Ⅰ…コンフリクト Ⅱ…内化１ Ⅲ…外化（内化２） Ⅳ…リフレクション 

学習活動・内容 準備 段階 主な手だて（○）と評価（◇） 形態 配時 

１ 前時に把握した身近な地方公共

団体が抱える課題をもとに，本時

のめあてをもつ。 

 ・住民自治を基本とする地方自治

の理念 

  

めあて 

 課題や解決方法の検討を通し

て，地方行政を動かすための準備

をしよう。 

 

２ 前時に作成したルーブリックを

確認し，プレゼンテーション交流

及び相互評価の準備をする。 

・課題解決を求める住民参加の手

段や内容の在り方 

 

３ 身近な地方公共団体が抱える課

題の内容や解決方法の妥当性を検

討する。 

・地方行政の役割 

・地方自治が予定する地方行政へ

の住民参加の方法 

・請願，陳情，提案等の方法の概要 

 

４ 地方行政への住民参加を行なう

ための資料を作成する。 

・地方自治の発展に寄与しようと

する住民の在り方 

・住民がもつべき自治意識 

① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 

 

 

 

 

 

③ 

④ 

⑤ 

 

 

 

 

 

⑥ 

Ⅰ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ 

 

 

 

 

 

Ⅲ 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ 

○ 把握した課題を机上の空論で終始さ

せないために，課題を２～３人で共有

させ，それぞれの課題や解決方法に妥

当性や現実性があるか問う。 

 

 

 

 

 

 

 

○ 想定する課題や解決方法のプレゼン

テーションを効果的かつ具体的に行な

わせるために，ルーブリックを活用さ

せて発表内容の自己評価を行なわせ

る。 

 

○ 課題解決を求める住民参加の手段や

内容の妥当性を高めるために，住民参

加のプレゼンテーション及びルーブリ

ックを用いた相互評価の場を設定す

る。 

 

 

 

○ 地方行政を動かす効果的な住民参加

ができるような資料を作成させるため

に，地方自治発展への寄与や自身の自

治意識の高まりといった点を振り返り

の視点として提示する。 

 

◇ 実際の身近な地方公共団体の政治に

即した課題の内容や解決方法を踏ま

え，請願や陳情といった公的な手続き

方法に則った地方行政への住民参加に

関する資料を作成することができる。 

 ＜ＯＰＰ・成果物・様相観察＞ 

全体 

↓ 

ペア 

↓ 

全体 

 

 

 

 

 

 

全体 

↓ 

個 

(班) 

 

 

班 

 

 

 

 

 

 

 

個 

(班) 

↓ 

全体 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 
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